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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第３四半期連結
累計期間

第88期
第３四半期連結
累計期間

第87期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円） 8,083 7,266 10,870

経常利益（百万円） 1,113 405 1,235

四半期（当期）純利益（百万円） 706 215 781

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
652 243 830

純資産額（百万円） 10,062 10,313 10,240

総資産額（百万円） 16,809 16,185 16,753

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
33.25 10.12 36.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 59.9 63.7 61.1

　

回次
第87期

第３四半期連結
会計期間

第88期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
12.16 2.26

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式がないため、記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況　

  当社グループを取り巻く事業環境は、機械関連については、舶用機器の需要は、足許の海運市況の低迷等を背景と

する新造船の建造ペースの減速により減少いたしましたが、産業機器は、製鉄機械及び重電関連機器で需要増が見

られました。資源関連については、住宅関連資材向け需要は総じて堅調に推移したものの、半導体、情報通信関連分

野の需要は世界経済減速の影響を受け弱含みで推移いたしました。また、賃貸ビル業においても、都内オフィスビル

の平均空室率が高止まりいたしております。

  上述の如き環境の下、当第３四半期連結累計期間の売上高は72億６千６百万円（前年同期比10.1％減）、営業利

益は３億５千４百万円（同66.0％減）、経常利益は４億５百万円（同63.5％減）、四半期純利益は２億１千５百万

円（同69.6％減）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①機械関連事業

　舶用機器においては、足許の海運市況の低迷等を背景とする新造船の建造ペースの減速に伴い、売上、受注とも減

少いたしました。このうち船殻ブロックについては、需要は高水準であったものの、損益面では、ユーザーのＩＭＯ

（国際海事機関）・新塗装性能基準への対応が本格化し、これに伴うスペック見直し等による生産所要期間の長期

化の影響を免れませんでした。産業機器は製鉄機械及び重電関連機器が堅調で、売上、受注とも増加いたしました。

　この結果、機械関連事業全体では、売上高は47億２千３百万円（前年同期比6.1％減）、セグメント利益は３億８千

６百万円（同46.4％減）となりました。

　

②資源関連事業

　半導体封止材や液晶ガラスなどの原料であるハイシリカ（精製珪石粉等）は、世界的な景気減速等に伴い、太陽電

池関連、液晶ガラス関連の需要は落ち込み、半導体関連の需要回復も緩慢なものとなっています。結晶質石灰石は、

住宅関連資材向け需要は総じて堅調に推移したものの、震災復興関連需要が顕著であった前年同期との対比では減

少いたしました。

　この結果、資源関連事業全体では、売上高は19億５百万円（前年同期比19.2％減）、セグメント損失は１億２千６

百万円（前年同期はセグメント利益２億７百万円）となりました。　

　

③不動産関連事業

　賃貸ビル市況が低迷する中、稼働率の低下等により、売上高は１億４百万円（前年同期比9.7％減）、セグメント利

益は４千９百万円（同17.7％減）となりました。

④その他

　ライナテックス（高純度天然ゴム）関連は、受注は堅調であったものの、大型案件の納期が年度末に集中すること

からやや減収となり、また、耐熱塗料の需要が、設備用、工業用共弱含みに推移した結果、「その他」全体の売上高は

５億３千１百万円（前年同期比8.1％減）、セグメント利益は４千８百万円（同18.6％減）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、11百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 87,300,000

計 87,300,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,300,000 21,300,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 21,300,000 21,300,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 21,300 － 1,100,000－ 793,273

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       39,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   21,175,000 21,175 －

単元未満株式 普通株式       86,000 － －

発行済株式総数    21,300,000 － －

総株主の議決権 － 21,175 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、㈱証券保管振替機構名義の株式が6,000株(議決権の数６

個）含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式477株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ニッチツ
東京都港区赤坂１

丁目11番30号
39,000 － 39,000       0.18

計 － 39,000 － 39,000        0.18

 

２【役員の状況】

   該当事項はありません。　

EDINET提出書類

株式会社ニッチツ(E00035)

四半期報告書

 6/17



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,784,776 3,455,320

受取手形及び売掛金 ※2
 2,692,723

※2
 2,723,627

商品及び製品 498,159 270,672

仕掛品 741,392 820,071

原材料及び貯蔵品 403,145 462,819

その他 549,706 314,508

貸倒引当金 △493 △390

流動資産合計 8,669,410 8,046,629

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,414,728 2,577,524

機械装置及び運搬具（純額） 1,277,368 1,193,350

土地 2,478,831 2,471,310

その他（純額） 88,773 56,154

有形固定資産合計 6,259,702 6,298,340

無形固定資産 22,335 20,608

投資その他の資産

投資有価証券 1,234,716 1,268,239

その他 570,279 554,219

貸倒引当金 △2,508 △2,580

投資その他の資産合計 1,802,487 1,819,879

固定資産合計 8,084,525 8,138,828

資産合計 16,753,936 16,185,457
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 807,309

※2
 746,393

短期借入金 2,565,704 2,168,100

未払法人税等 249,296 6,965

賞与引当金 123,129 29,449

役員賞与引当金 23,100 17,325

受注損失引当金 44,738 32,816

環境安全対策引当金 1,244 －

資産除去債務 25,813 14,281

その他 922,784 1,043,797

流動負債合計 4,763,120 4,059,127

固定負債

長期借入金 342,840 401,753

退職給付引当金 565,586 633,900

役員退職慰労引当金 137,376 84,741

環境安全対策引当金 62,326 62,326

資産除去債務 55,167 54,468

その他 587,130 575,405

固定負債合計 1,750,428 1,812,595

負債合計 6,513,549 5,871,723

純資産の部

株主資本

資本金 1,100,000 1,100,000

資本剰余金 811,257 811,257

利益剰余金 8,189,206 8,234,294

自己株式 △9,673 △9,755

株主資本合計 10,090,790 10,135,795

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 140,147 165,683

繰延ヘッジ損益 － 2,584

為替換算調整勘定 9,450 9,669

その他の包括利益累計額合計 149,597 177,938

純資産合計 10,240,387 10,313,734

負債純資産合計 16,753,936 16,185,457
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 8,083,120 7,266,043

売上原価 5,986,640 5,910,349

売上総利益 2,096,480 1,355,694

販売費及び一般管理費 1,053,273 1,001,192

営業利益 1,043,207 354,501

営業外収益

受取利息 3,862 2,680

受取配当金 28,350 26,662

持分法による投資利益 72,608 3,033

保険解約返戻金 － 51,808

その他 41,891 39,469

営業外収益合計 146,713 123,655

営業外費用

支払利息 27,092 22,197

休廃止鉱山管理費 32,252 25,910

その他 17,383 24,086

営業外費用合計 76,728 72,194

経常利益 1,113,192 405,963

特別利益

固定資産売却益 13,029 816

特別利益合計 13,029 816

特別損失

固定資産処分損 10,188 13,841

減損損失 28,745 7,384

特別損失合計 38,933 21,225

税金等調整前四半期純利益 1,087,287 385,554

法人税、住民税及び事業税 406,073 84,552

法人税等調整額 △25,661 85,829

法人税等合計 380,411 170,382

少数株主損益調整前四半期純利益 706,875 215,171

四半期純利益 706,875 215,171
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 706,875 215,171

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △49,162 25,536

繰延ヘッジ損益 － 2,584

為替換算調整勘定 △5,497 219

その他の包括利益合計 △54,659 28,340

四半期包括利益 652,215 243,512

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 652,215 243,512

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。

　

【四半期連結財務諸表作成に当たり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  １ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 88,379千円 89,387千円

      

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 247,324千円 147,296千円

支払手形 18,989 15,136　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 416,904千円 403,856千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　　　 １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 85,043 ４ 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年11月10日

取締役会
普通株式 85,043 ４ 平成23年９月30日平成23年12月５日利益剰余金

　　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの 

 　　　　

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　　   １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 85,042 ４ 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

平成24年11月８日

取締役会
普通株式 85,042 ４ 平成24年９月30日平成24年12月10日利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの 

 　　　　

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

　
合計
　

調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

計

売上高      　  　

外部顧客への売上高 5,031,0822,357,403116,1687,504,654578,4668,083,120 - 8,083,120
セグメント間の内部
売上高又は振替高

-　 199 - 199 1,0211,221　 （1,221） -　

計 5,031,0822,357,602116,1687,504,854579,4878,084,341（1,221） 8,083,120

セグメント利益 721,353207,02059,697988,07059,1291,047,200（3,993） 1,043,207

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、耐熱塗料の製造・販売及びラ

イナテックス（高純度天然ゴム）の仕入・加工・販売等を含んでおります。

　　２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去773千円、全社費用△4,767千円であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

　
合計
　

調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

計

売上高      　  　

外部顧客への売上高 4,723,6741,905,588104,8876,734,150531,8937,266,043-　 7,266,043
セグメント間の内部
売上高又は振替高

-　 221　 -　    221  1,356   1,578（1,578） -　

計 4,723,6741,905,809104,8876,734,372533,2497,267,621（1,578）7,266,043

セグメント利益又は損

失（△）
386,495△126,49849,147309,14448,119357,263（2,762）354,501

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、耐熱塗料の製造・販売及びラ

イナテックス（高純度天然ゴム）の仕入・加工・販売等を含んでおります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去568千円、全社費用△3,330千円でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 33円25銭 10円12銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 706,875 215,171

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 706,875 215,171

普通株式の期中平均株式数（千株） 21,260 21,260

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

２【その他】

　 平成24年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）中間配当による配当金の総額……………………85,042千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月10日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月８日

株式会社ニッチツ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北方　宏樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平野　雄二　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッチツ
の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成
24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッチツ及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　                                                                                                 以　上

　

　(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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